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対象学年はいちおうの目安です

児童書や絵本については
スタッフまでお気軽におたずねください

のみんなに
オススメのものがたり

ぼくは みずがにがて

おねがい
よごれていたり
やぶれているところをみつけたら
じぶんでなおさず おしえてね！

ほんをよむまえに
手をあらおう

こんなことも にがて…

ほんを たいせつにしよう！



富安陽子の人気シリーズ

ことばがきざむ たのしいせかい

13歳の少女パーケル、てんかんの持病を持つ少年スフェン
そしてかれを支える介助犬アラスカのおはなし。
同じクラスの二人は、それぞれの不安をいだいて、いらだつ
日々を過ごしていました。いくつかの大事な出来事を乗りこえ、
いつしか心をかよわすようになった二人が、クラス全員をまきこん
で…

フィレンツェの大せい堂で聞いたフルートの音色にみせられた
10さいの少年ユージ。
なん関の国立音楽院に入学したけれど、そこは競争とプレ
シャーの世界。
こん難に立ち向かいながら、音楽の楽しさに気づいていくかれを
こころから応えんしたくなります。

やさしくて信心深いメグ、活発で自立心の強いジョー、内気で
心やさしいベス、おしゃまなエミイ。
仲良し四姉妹の、喜どあい楽に満ちあふれた1年間。
あなたも、きっとこの中のだれかに似ているはず！
19世紀後半のアメリカをぶたいに語りつがれてきたおはなしです。

魚屋においかけられて、トラックのに台にとび乗ったくろねこの
ルドルフ。かい主のリエちゃんとはぐれ、東京でのらねこになって
しまいました。
先ぱいのらねこイッパイアッテナに出会って、たくさんのことを
学びながらすごす、友じょうとちえのゆかいな物語です。
2020年 シリーズ第5かん発売！

笛をなくしてしまったツトム。
放か後、教室でさがしていると、あやしい二人組が…
どうしてもみつからなかったわすれものたちは、いったいどこに
いってしまったのでしょう？
1975年の『忘（わす）れものの森』がもういちど本になりました。

ふつうの5人家族…実は、ママがキツネの信田家。
キツネの血とともに、ふしぎな力をうけついだ3人の子どもたち。
あやしいキツネの親せきたちのせいで、ピンチとさいなんの
れんぞくです。
今回やってくるのは、高きなキツネの九尾婦人！
富安陽子がおくるぼうけんファンタジー。

「あ」は、「あめりかうまれの ありのありすさんが あるあきの
あかるいあさ…」と、「あ」のことばでおはなしがはじまり「わ」までつ
づきます。
こえに出してよんでみると、ことばのせかいにひきこまれてしまい
ます。あふれることばやたのしいリズムで、そうぞうがひろがるおは
なしです。

まどのそとを見て、なにかをまっているハンハン。そこ
へ、けがをしてよわったどうぶつたちがやってきます。
どうぶつたちと月のよるをすごす、ハンハンのもとへさい
ごにやってきたのは…
かなしみとよろこび、すべてはおなじ空の下でおきてい
ることを、月はしっているのでした。

おかあさんにもらったももいろのかみで、るるこはせか
いいちきれいなももいろのきりん“キリカ”をつくりまし
た。るるこをのせて、とおくの山のてっぺんの、クレヨン
の木をめざしてはしりだします。
さあ！ぼうけんのはじまり！

ももいろのきりん

えほんから どうわへ

ルドルフとイッパイアッテナ

シノダ！

消えた白ギツネを追え
富安陽子／著
大庭賢哉／絵

偕成社
913 シ

おいで、アラスカ！

アドリブ

佐藤まどか／著
あすなろ書房

913 ア

若草物語１＆２

わすれものの森

アンナ・ウォルツ／作
野坂悦子／訳
フレーベル館

949 オ

中学年

斉藤洋／作
杉浦範茂／絵

講談社
913 ル 1

松岡享子／さく
長新太／え
福音館書店

913 ソ

ルイザ・メイ・オルコット／作
谷口由美子／訳

講談社
933 ワ

岡田淳／作
浦川良治／作

ＢＬ出版
913 ワ

ジミー・リャオ／作
天野健太郎／訳
ブロンズ新社

Ｅ オ

中川李枝子／さく
中川宗弥／え
福音館書店

913 モ

低学年

低学年

低学年

中学年

中学年

高学年

高学年

高学年

おなじ月をみて

それ ほんとう？

今夜も幸せな気持ちでみていますように

１９８７年に出ぱんされて ３３年 個性豊かな四姉妹の物語

第60回日本児童文学者協会賞受賞

何が起こるかわからない、次の一秒

わすれられたものたちは
わすれたものをわすれない


